
スクリーン印刷の紹介

シルクスクリーン印刷

グラス表面にインクを乗せて焼き付ける加工方法です。ガリ版印刷に近く、１色から多色印刷が可能です。

（デザインによって色数が異なります。）ロゴマークや絵柄がはっきりと出せるのが特徴です。

色数が豊富な為、イメージに近い色に仕上がります。弊社では手刷りにより小ロットから承ります。

■ 加工例

■ 加工部位

側面印刷 グラスや花瓶などの側面に印刷します。

グラスの形状により印刷可能範囲が異なります。

底面印刷 灰皿やグラスの底部、ペーパーウェイトなどに適しています。

ガラスを通して柄が見えるように版を逆に刷ります。

■ 加工方法

ロール印刷 版を固定し、グラスを回転させることで色を乗せます。円筒形に印刷できるのが特徴です。

（楕円などの歪んだ転がせない形状には向きません。）

平刷り 平らな面に印刷できます。

灰皿、ペーパーウェイトなどに印刷できるのが特徴です。上記のロール印刷では出来ない、

四角いグラスなどの側面にも印刷できます。

クリンカー 印刷直後にガラスパウダーをかけ、焼き付けることでビーズのような仕上がり

になるのが特徴です。ロール印刷・平刷り双方に加工可能です。

オリジナル商品製作
大塚硝子では、紹介した加工以外にもさまざまな技法によるオリジナル商品の製作を承っております。

貴社オリジナル、商品の開発に当社技術を是非、ご利用下さい。

また加工方法についてのお問合せ、お見積り等につきましては各営業担当まで、お気軽にお問合せ下さい。

特殊色では

サテン（スリガラス風）

があります。
1色 2色 3色 4色 5色 サテン

側面印刷

底面印刷

クリンカー


